
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用） 
 

都道府県名 京都府 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 京都市立京都御池中学校 

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数 

学級数 ４ ４ ４ ２ １４ 

生徒数 １２８ １２９ １３５ ５ ３９７ 
２６ 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 

個を活かした指導の充実 
～数学・英語における習熟度別学習～ 

  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 

＊ 実施学年及び教科を選択した理由を記すこと。 
・１年生・数学 
   小学校での習熟度の差を早い段階でなくすため。 
・３年生・数学 
      進路実現に向けて個に応じた授業を行うため。 
・２年生・英語 
      中学１年時の習熟度の差を早い段階でなくすため。 
・３年生・英語 
      進路実現に向けて個に応じた授業を行うため。 

  (2) 年次ごとの計画 
14 
年 
度 

 

 

平 
成 
15 
年 
度 

○ 個を活かした指導の充実 
   ～数学・英語における習熟度別学習～ 
 
○ 研究の見通し 
  数学、英語の個人選択制課題別授業の研究から、英語・数学以外の教科の「個
に応じた授業」に活かせる学習方法の研究を行えるようにする。     

 
○ 研究の内容・方法 
   教科主任会、校内授業研究、校内研修会、研究冊子の発行。 
 

 

平 
成 
16 
年 
度 

○ 個を活かした指導の充実 
   ～数学・英語における習熟度別学習～ 
 
○ 研究の見通し 
  数学、英語の個人選択制課題別授業の研究から、英語・数学以外の他教科の
「個に応じた授業」に活かせる学習方法の研究を行えるようにする。   

 
○ 研究の内容・方法 
   研究発表会、校内授業研究、教科主任会、校内研修会、研究冊子の発行。 

    ＊ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入 
   すること。 



  (3) 研究推進体制 
 
                       
  
                                    
                      

 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 

＊  習熟度別学習を行って、数学科では「数式が好きになった」、「関数・図形が好き
になった」、「授業がわかりやすくなった」「集中できるようになった」という生徒
が６０％を越えるようになった。英語科では、同レベル、少人数の学習で安心して意
欲的に取り組めるという声が多く、コミュニケーションの能力が向上した。 
 

  ２．今後の課題 
＊  ２クラス三分割で、ベイシッククラスは１５名以下で行えるが、希望人数が増えた
り、また、スタンダードクラスでは分割前と変わらない人数になっているため、コミ
ュニケーションの点などで効果が少ないので、適正な人数を設定する必要がある。 

＊  各クラスごとに基本的学習内容以外での、生徒への働きかけの方法が違うため、
評価の方法に工夫が必要である。 

 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 

＊ 単元ごとの学習成績副票を作成し、小観点を設定し、それぞれの観点ごとに小テス
ト、定期テストの結果などを利用して学力の把握をしていく。 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

＊ 校内授業研究（日時：平成１５年６月１１日、場所：京都御池中学校、対象：３年生、 
内容：数学科個人選択制課題別授業） 

＊ 公開授業研究（日時：平成１６年１月２１日、場所：京都御池中学校、対象：２年生、 
内容：英語科個人選択制課題別授業） 

＊ 研究冊子の発行（発行：平成１６年２月） 
＊ 研究発表会（日時：平成１６年１１月未定、場所：京都御池中学校） 

                                         
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
【新規校・継続校】   ✓１５年度からの新規校   □１４年度からの継続校 

 
【学校規模】      □３学級以下        □４～６学級 

□７～９学級        □１０～１２学級 
✓１３～１５学級      □１６学級以上 

 
【指導体制】      ✓少人数指導      □Ｔ．Ｔによる指導 

□その他 
 
    【研究教科】            □国語       □社会     ✓数学     □理科 
                            ✓英語     □音楽   □美術   □技術・家庭 
                            □保健体育   □その他 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      ✓有     □無 

校長・教頭 研究部 教務部

教科主任会学力向上プロジェクト

数学科 英語科
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